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厳寒期にコシアカツバメの古巣で一緒に就嶋したヒメアマツバメとスズメ

平田和彦＊

同志社高等学校.〒610-1144京都市西京区大原野東竹の里町2-1-8-403

はじめに

ヒメアマツバメＡｐＵｓａ励店はエチオピア区，旧北区,東洋区の熱帯･亜熱帯に分布するコロニー

’性の留鳥である(中村･中村1995,堀田1992)．本種はもともと日本には分布していなかったが，

1964年ごろより種子島(内田1970)や鎌倉市(岡田1970)など,太平洋岸の各地で確認されるように

なり，1967年には日本で初めて,静岡市での繁殖が確認された(小原1968)．その後も神奈川県小

田原市(相洋高等学校生物部1982)など,各地で繁殖が確認された.近年では近畿地方を中心

に,内陸へも分布域を拡大している(片岡1996,平田2004a)．

ヒメアマツバメは,建造物の庇下などに集団営巣し,枯れ草や羽毛などを粘着‘性の唾液で固め，

半球状の巣をつくる(中村･中村1995,堀田1997)．また,しばしばコシアカツバメ肋伽ｄｂｄａ伽ｂａ

やイワツバメDeZ肋o〃Ｕﾉ伽ａの古巣を繁殖のためや冬のねぐらとして利用する(Naik＆Razack

l963,Crampl985,堀田1992)．これらの巣を利用する場合は,巣の内壁や入り口部分に,やはり

唾液で羽毛などをはり付ける習性がある(平田2004b)．また,スズメ〃ssermoﾉ7必"“もヒメアマツ

バメと同様に,ツバメ類の古巣を繁殖のためやねぐらとして利用することが知られている(相洋高等

学校生物部1982,苗川1997,松尾1999)．

京都市左京区の同志社高等学校にあるコシアカツバメのコロニーでも,コシアカツバメの古巣を

利用したヒメアマツバメ(平田2004a)およびスズメ(平田2002)の営巣やねぐらが確認されている．

2005年１月１８日に,このコロニーで,ヒメアマツバメがねぐらとして占有し利用しているコシアカツバメ

の古巣に,スズメがねぐら入りすることを観察した.そこで,そのねぐらの形態がいつまで維持される

のか,また観察した巣における就時個体数は何羽なのかについて注目し,観察を続けた.そのた

め,今回はその状況について詳しく報告するとともに,そのようなねぐらが形成された理由について

若干の検討をした．

調査地および調査方法

調査地は,京都市左京区にある同志社高等学校(以後,学校)(35.4'Ｎ,135.47'Ｅ)である.京

都大学フィールド科学教育研究センター里域ステーション上賀茂試験地(以後,京大上賀茂試験

地)によれば,本調査地は京都市北部の岩倉盆地に位置し,約１週間にわたる降雪が記録される

2006年２月１４日受理

キークーノ〈､､.･厳寒期スズメねぐら，とメアマツバメ
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